
⑧Worldwide Japan Food Platform (W-JFoP)
コンソーシアム（実証地：山形県）

○生育把握ロボットによる収穫適期判定等の生育管理システムの開発

実証の目標

実証の背景と課題

○これまでは、人手で稲、豆等の生育の見回りを実施し、追肥時期や収穫時期
等の特定を行ってきているが、農業従事者の減少や、農地集積による経営の
規模拡大に伴い、水田内での効率的な生育の見回りの自動化が必要

○水田内でも移動可能な自立移動ロボットを活用したほ場内センシングする
「作物見守り君」を提供

○計測データにより、病害虫や雑草の検出、追肥や収穫の時期を特定し、農業
資材量の削減や労働力軽減など生産管理を最適化

実証したシステムの概要

○圃場を１ｍメッシュにわけて管理が可能であり、病害の早期発見、雑草対策費
用削減。追肥量の最適化の実現。

○県試験場、普及所、ＪＡ及び県内農業法人等へ、会議や研究フェア等を通じ
で て実証成果を普及。具体的な販売は、令和４年度以降で検討中。

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社ViAR&E
電話番号： 050-5275-7090
http://viar-e.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：(株)まいすたぁ
経済界：イームズロボティクス(株)

実証された効果の例

枝豆ほ場での
生育データ収集作物見守り君（生育把握ロボット） AIによる雑草検知
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⑨防除支援システム研究会コンソーシアム
（実証地：富山県）

○水稲の病害虫・雑草のAI診断、診断結果に基づく農薬情報の提供

実証の目標

実証の背景と課題

○水稲の病害虫・雑草管理において、JA・指導機関職員が減少する中、病害
虫や雑草診断の簡便化が課題

○近年、一農家当たりのほ場面積の拡大傾向にあり、ほ場毎の病害虫管理や雑
草防除の効率化が課題

○新規就農者は、病害虫や雑草への対処方法が分からず、参入及び定着の障壁
となっている。

○水稲の病害虫・雑草ＡＩ診断のカルテ・アプリによる支援システムを開発
○診断された病害虫・雑草の防除方法（適用農薬の情報）を提供
○防除に必要な農薬に係る近隣の農薬専門店を紹介

実証したシステムの概要

○病害虫・雑草診断アプリの利用により、病害虫・雑草診断から防除手段知識の
入手までの時間を短縮（20分⇒１分）

○病害虫・雑草のAI判定精度は80％以上を実現
（利用料：無料で利用可能）

○2020年4月から、開発したスマートフォン用アプリケーション「レイミーの
AI病害虫雑草診断（呼称）」の無料配信を開始し、ユーザーが増加中

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：日本農薬株式会社
電話番号：03-6361-1463
https://www.nichino.co.jp/products/aiapp/index.html

コンソーシアムの代表 農業界：(株)Stay Goldてらだファーム
経済界：日本農薬(株)

実証された効果の例

適用農薬・専門店を紹介病害虫・雑草診断アプリ
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⑩日本型施設栽培システム開発コンソーシアム
（実証地：熊本県）

○飽差、ミネラル等の環境データの一元管理による施設栽培システムの確立

実証の目標

実証の背景と課題

○ハウス内の飽差（水蒸気の入る余地）を指標とした栽培環境をコントロール
する栽培管理システム（アプリ）がない。

○ミネラル等の生育に必要となる環境データを計測するシステムが少ない。
○透湿性・透光性に優れた低コストかつ高性能なフィルムがない。

○「飽差」を指標とした栽培環境のコントロールアプリを提供
○ミネラルセンサーによる計測・分析データを用いた最適な施肥計画及び病害

虫発生を低下させる適切な栽培環境を実現
○シソの成長促進が可能な透過性・透光性に優れた新素材フィルムを提供

実証したシステムの概要

○開発されたシステム及び新素材の導入 → 増収効果により売上14.9%増
○新システムによる栽培管理 → 農薬コスト：4.4％減、肥料コスト：4.3％減
（利用料：FieldServer 月額利用料（通信費・アプリ）1,980円＋初期導入費用

20万円前後。接続するセンサーにより異なるため、以下の『問い合わせ先等』
へご連絡下さい。）

○顧客を企業系農業法人にターゲッティングし、事業展開中
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：ベジタリア株式会社
電話番号：03-6416-5525 メール：info@vegetalia.co.jp
http://www.vegetalia.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：㈲吉川農園
経済界：ベジタリア(株)

実証された効果の例（10aのシソ栽培）

ミネラルセンサー設置状況栽培管理システム 新素材フィルム施工
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⑪美らティムベリーコンソーシアム
（実証地：沖縄県）

○イチゴの生産作業最適化システムの開発

実証の目標

実証の背景と課題

○イチゴの収量予測は作業員による目視で実施されているが、精度が低く、結
果が属人的でシステム化されていない。

○これまで、イチゴの病害虫検知は、作業員が巡回して行っていたが、病害虫
を適切なタイミングで検知するには一定以上の経験とスキルが必要。

○イチゴの生育管理は、これまで、紙媒体の作業日誌が主であり、各作業員が
生育情報を共有するのに多くの時間を要してきた。

○イチゴの個体検知及び熟度判定をAIが行う収量予測システムを構築し、イチ
ゴの流通販売時の出荷調整を最適化

○イチゴの病害虫発生の初期症状をAIが検知し、作業員に知らせるシステムを
構築して、農薬使用量を低減

○イチゴの生産記録をスマートフォンを使用して口頭で行えるアプリを構築し、
作業記録及び生育管理の情報共有に係る作業時間を削減

実証したシステムの概要

○令和２年度に、システムの実証結果を取りまとめる。
（料金：現在市販化に向けたサービスモデルを検討し提供予定）

○県試験場、普及所、ＪＡ及び県内農業法人等へ、会議や研究フェア等を通じ
て実証成果を普及。具体的な販売は、令和２年度の検証を踏まえて取り組み。

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社オプティム ビジネス統括本部 農業事業部
電話番号：03-6435-8570

コンソーシアムの代表 農業界：美らいちご
経済界：(株)オプティム

実証された効果の例

病害虫の発見（例：ハダニ）収量予測のための個体検知 栽培管理記録（イメージ）

11



⑫農業ICTの活用による果樹生産性向上、伝承推進PJ
（実証地：山梨県）

○熟練技術者の問題解決技術継承営農アプリの実現

実証の目標

実証の背景と課題

○農業生産現場においては、人的側面（少子高齢化に伴う熟練者のノウハウ損
失）、環境的側面（温暖化に伴う病虫害の発生時期等の変化）等の問題解決
が直ちに必要

○特に果樹栽培においては、基本的に年一回の栽培でリスクが高く、さらに専
門的な栽培作業の工程も多く、技術伝承が困難

○果樹栽培に関する専門知識を有する研究機関と連携し、新規就農者が直ちに
使用可能な「果樹栽培マニュアル」を営農アプリに実装

○営農アプリ内に、農業熟練経験者の作業記録、気づきの点、ノウハウ等を蓄
積し、熟練経験者のノウハウを未熟練者へ提供

○営農アプリを活用した栽培中の不具合事象を「気づきノート」で情報共有し
早期対処することにより品質（秀品率）が向上

実証したシステムの概要

○営農アプリを活用した農業生産及び作業工程管理により秀品率が2.3％向上
○営農アプリには、作業における重要なポイントや注意点を登録できる「気づき

ノート」の機能を実装し、作業者間での情報共有の効率化を実現
（利用料：1契約あたり年間利用料6,600円）

○複数の農業団体に営農アプリを提供中。今後全国に普及展開予定

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：ウォーターセル株式会社
電話番号：025-282-7368
https://www.agri-note.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：(株)ぶどうばたけ
経済界：ウォーターセル(株)

実証された効果の例

果樹作業マニュアル 営農アプリ「気づきノート」利用画面イメージ
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⑬ソーラーファーム®ポータル実証コンソーシアム
（実証地：群馬県）

○太陽光発電による売電収入と農業生産収入の一元管理会計、映像マニュアル
教材の活用及び遠隔地ほ場情報の無線共有により、技術継承モデルを確立

実証の目標

実証の背景と課題

○太陽光発電による売電収入と農業生産収入の一元管理会計システムが確立さ
れていない。

○新規就農者への実用的な映像マニュアル教材が少なく、作業が増えている遠
隔ほ場情報も、問題検出可能な情報として共有化するシステムがない。

○太陽光発電による売電収入と農業生産収入を会計管理システムで一元管理
○熟練の技術者の栽培手法を映像でマニュアル化・教材化し、新規就農者や従

業員に対して、この映像教材を用いた研修をインターネットで実施
○遠隔地ほ場の問題を検出する機能を有する管理システムにより、この情報を

無線共有。

実証したシステムの概要

実証された効果の例（1haの施設園芸での事例）

ほ 場太陽光発電と組み合わせた管理システム

○太陽光発電による売電収入と農業生産収入の会計を一元化し黒字経営を確立
○映像マニュアル活用により、H30実績で、講師時給換算で約300万円の削減
○遠隔地ほ場情報の共有化で、日報作成等の人件費がH30に対前年約２割削減

（料金：ほ場面積や導入する施設の状況により料金が異なるため、以下の『問
い合わせ先等』へご連絡下さい。）

○ 全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：ファームランド株式会社
電話番号：027-219-3100
https://farmdo.com/farmland_solarfarm.html

コンソーシアムの代表 農業界：(有)ファームクラブ
経済界：(株)日立システムズ
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⑭農場経営モデルの確立・普及プロジェクト
（実証地：長野県）

○新規就農者に対し体系化・標準化された営農技術の継承システムを提供

○新規就農の育成では、研修を含めた体系化・標準化されたより効果的な人材
育成の普及方法（ノウハウ）を提供することが課題

○特に就農初年度において、赤字経営ではなく相応の農業所得が確保できる経
営手法（ノウハウ）を提供することが課題

○経済界の業務改善手法を新規就農者の経営へ応用
○具体的には、目標設定や現状認識、改善、検証などを行う品質改善ノウハウ

や、５つのS（整理、整頓、清掃、清潔、習慣）などによるコスト削減
と品質改善を通じた収益向上により、初年度からの黒字を目標化

実証したシステムの概要

実証された効果の例

改善を踏まえた作業

⃝ 品質改善手法の導入により、製造原価比率が20%削減
⃝ 既存の農業経営においても、農業所得500万円を達成
⃝ ノンストレスGAPの導入
⃝ 利用料：品質改善ノウハウの提供月額15万円～など、指導内容により異な

るため以下の『問い合わせ先等』へご連絡下さい。）

○ (有)トップリバーが新規就農者向けの就農研修サービス提供を全国へ展開

コンソーシアムの代表 農業界：(有)トップリバー
経済界：(合)フィフス・アロー

研修プログラムによる新規就農促進

●問い合わせ先等
企業名：(有)トップリバー （同）フィフス・アロー
電話番号：0267-32-2511
https://www.topriver.jp/pattern/company.html https://fifth-arrow.com/contact/ 

実証の目標

実証の背景と課題

普及の状況
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⑮圃場マネジメント高度化プロジェクト
（実証地：北海道）

○ドローンによるほ場の生育状況把握マップと農機との連動で可変施肥を実現

実証の目標

実証の背景と課題

○北海道の輪作体系の畑作物（秋小麦、玉葱等）の栽培において、安価で簡易
な生育状況の把握システムが必要

○この生育状況の把握により、畑作物生産の大規模化により高額となっている
肥料コストについて、生育状況に応じた施肥量の最適化により低減させるこ
とが課題

○ドローンによる撮影画像を元に、ほ場の作物生育状況を反映したバラつき
マップを作成

○このマップデータを基にした可変施肥マップを用いて、堆肥散布機（マニュ
アスプレッダー）と液剤散布機（スプレーヤー）による可変施肥を行うこと
で、施肥量を最適化し、収量向上を図る。

実証したシステムの概要

○可変施肥の実施により、H30年度実績で、前年度に比べて秋小麦は12,304円
/10a増収、春小麦は13,668円/10a増収
（料金：利用するサービス内容やオプション等により異なるため、以下の

『問い合わせ先等』へご連絡下さい。）

○『土壌診断・施肥設計システム』として北海道の道東地域を中心に普及・販
売中

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社システムサプライ
電話番号：0157-24-2763
http://system-supply.net/product/index.html#02

コンソーシアムの代表 農業界：㈲ホクユウファーム
経済界：(株)システムサプライ

実証された効果の例

ドローンの設定 ドローンによるセンシング 堆肥の可変施肥
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⑯ISSA山形（Imaging System for Smart Agriculture 
from Yamagata（実証地：山形県）

○ドローンによる水稲のほ場生育状況の細部に至る把握により可変施肥を実現

○現在、水稲の生育判断は、人の勘と経験による目視判定が主流で、バラツキ
が多い。

○葉緑素計（SPAD）を導入しても、接触型機器のため、例えば、30aで6万株
の水稲全体の生育状態を把握することは困難であり、これをサンプル抽出し
て定期利用したとしても、計測作業が重労働となることなどが課題

○ドローンに光合成活動を判定（NDVI）する特殊カメラにより撮影・画像解
析して、水稲のほ場生育状況バラつきマップを作成しこれを見える化

○このマップデータに基づいて、可変施肥（基肥・追肥）を細やかに行い、作
物の生育バラつきを抑制することで、品質向上と収量増を目標化

実証したシステムの概要

ほ場全体作物の生育データを収集するドローン

コニカミノルタ㈱がJAグループに向けて、ほ場のセンシング及び画像解析 サービスを全国に
展開

●問い合わせ先等
コニカミノルタ株式会社 センシング事業部

e-mail: agri-sensing@konicaminolta.com

コンソーシアムの代表 農業界：(有)鶴岡グリーンファーム
経済界：コニカミノルタ(株)

○はえぬき（普及米） → 収量14.5%増により15,000円/10aの増収
○つや姫（ブランド米） → タンパク質含有率の抑制、収量の適正化、品質向上

（A級米）により買入単価が上がり、37,000円/10aの増収
（利用料：ほ場規模およびオプション等により異なるため、以下の『問い合わせ

先等』へご連絡下さい。）

実証の目標

実証の背景と課題

普及の状況

実証された効果の例
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